
（福岡県）

順
調
な
歩
み
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な 

「
恵
ま
れ
た
環
境
」か
ら
の
脱
却

　

多
く
の
都
市
が
人
口
減
少
の
抑
制
・
克
服
に
苦
慮

し
つ
つ
あ
る
現
況
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
や
努
力
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
人
口
を
増
や
し
続
け
て
い
る

都
市
も
一
方
に
あ
る
。
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
１

月
、
福
岡
県
北
西
部
に
位
置
す
る
旧
宗
像
郡
福ふ
く
ま
ま
ち

間
町

と
同
津つ
や
ざ
き
ま
ち

屋
崎
町
の
２
町
の
合
併
に
よ
り
、
新
市
と
し

て
の
歩
み
を
開
始
し
た
福
津
市
は
、
そ
う
し
た
都
市

の
一
つ
だ
。

　

福
津
市
は
合
併
か
ら
７
年
後
の
平
成
24（
２
０
１
２
）

年
以
後
、
人
口
を
少
し
ず
つ
、
着
実
に
増
や
し
続
け
、

合
併
時
の
人
口
約
５
万
７
０
０
０
人
は
、
令
和
４
年

９
月
末
時
点
で
６
万
８
５
０
２
人
に
ま
で
増
え
て
い

る
。
直
近
の
10
年
間
で
約
１
万
人
、
人
口
を
増
や
し

た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因（
備
わ
っ
て
い
た
資
質
）と
共

に
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
成
果（
人
口
増
と
そ
の
維
持
）

へ
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
、
福
津
市
自
身
の
膨
大
な

努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
も
続
け
ら

れ
て
い
る
。

　

現
在
、
福
岡
県
内
に
は
29
の
市
が
あ
る
が
、
そ
の

中
で
も
福
津
市
が
人
口
増
を
持
続
（
合
計
特
殊
出
生

率
も
全
国
平
均
超
を
維
持
）
し
て
い
る
最
大
の
客
観

的
要
因（
資
質
）は
、
全
国
に
20
市
、
九
州
に
３
市
し

か
な
い
政
令
指
定
都
市
の
う
ち
の
２
市
、
福
岡
市
と

北
九
州
市
の
間
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
特

質
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
福
岡
市
の
中
心
部
か
ら
は

25
㎞
圏
内
、
北
九
州
市
中
心
部
か
ら
は
40
㎞
圏
内

と
、
共
に
至
近
距
離
に
あ
る
。

　

交
通
網
も
充
実
し
て
い
る
。
市
域
東
西
を
Ｊ
Ｒ
鹿

児
島
本
線
が
貫
き
、
市
域
西
部
の
海
岸
線
に
沿
う
形

で
国
道
４
９
５
号
（
北
九
州
市
若
松
区
〜
福
岡
市
東

区
）
が
走
っ
て
い
る
ほ
か
、
九
州
の
主
要
部
を
縦
断

す
る
九
州
自
動
車
道
（
北
九
州
市
〜
福
岡
市
〜
久
留

米
市
〜
熊
本
市
〜
鹿
児
島
市
）
の
若
宮
Ｉ
Ｃ
（
宮
若

市
）、
古
賀
Ｉ
Ｃ（
古
賀
市
）も
至
近
だ
。
そ
の
た
め
、

Ｊ
Ｒ
博
多
駅（
福
岡
市
）か
ら
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線（
快

速
）
で
福
間
駅

（
福
津
市
の
中
心

駅
）
ま
で
は
約
25
分
、

Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
（
北
九
州
市
）
か
ら
福
間
駅
ま

で
は
快
速
で
約
45
分
。
さ
ら
に
福
岡
空
港
か
ら
福

津
市
中
心
部
ま
で
は
車
で
約
40
分
、
北
九
州
空
港

か
ら
も
同
様
に
約
70
分
で
着
く
な
ど
、
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
の
優
れ
た
資
質
を
形
成
す
る
、
非
常

に
恵
ま
れ
た
地
理
的（
交
通
）環
境
を
有
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
、
市
域
西
部
は
玄
海
国
定
公
園
の
美
し

い
海
岸
線
に
縁
取
ら
れ
て
お
り
、
全
長
22
㎞
に
及

ぶ
白
砂
青
松
の
海
岸
線
沿
い
に
は
「
九
州
の
湘
南
」

と
称
さ
れ
る
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ま
ち
並
み

が
随
所
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

市 政 ル ポ 福
ふ く つ

津市

原
はらさき

﨑智
ともひと

仁
福津市長

二
大
都
市
の
間
で
輝
く
暮
ら
し
良
さ
が
子
育
て
世
代
に
人
気

産
業
振
興
×
観
光
振
興
で
目
指
す
持
続
可
能
な
自
立
都
市
!!
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そ
う
し
た
新
た
な
ま
ち
並
み
が
、
近
世

以
降
に
形
成
さ
れ
た
旧
津
屋
崎
町
エ
リ
ア

の
モ
ダ
ン
な
交
易
都
市
と
伝
統
的
な
漁
師

町
が
混
交
し
た
独
特
な
雰
囲
気
や
、
創
建

１
７
０
０
年
以
上
と
さ
れ
る
宮み
や
じ
だ
け

地
嶽
神じ

ん
じ
ゃ社

お
よ
び
平
成
29（
２
０
１
７
）年
に
認
定
さ

れ
た
世
界
遺
産
「
神
宿
る
島
／
宗
像
・
沖

ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
構
成
資
産
の
一

つ「
新し
ん
ば
る原

・
奴ぬ

や
ま山

古
墳
群
」な
ど
、
太
古
に

形
成
さ
れ
た
景
観
と
当
た
り
前
の
よ
う
に

同
居
し
て
い
る
様
子
は
、
非
常
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
だ
。

　

そ
の
よ
う
に
多
様
性
に
満
ち
た
都
市
的

構
造
や
景
観
は
、
福
岡
都
市
広
域
圏
の
中

で
も
特
に
良
好
な
環
境
的
条
件
に
育
ま

れ
、
今
も
盛
ん
な
農
水
産
業
が
生
み
出
す

《
食
の
魅
力
》と
共
に
、
観
光
振
興
の
大
き

な
目
玉
と
言
え
る
。

　

同
時
に
福
津
市
は
合
併
以
来
、
積
極
的

な
新
市
の
ま
ち
づ
く
り（
建
設
）計
画
の
遂

行
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
数
々
の
優
れ
た

地
域
資
源
や
財
産
を
、
よ
り
一
層
生
か
す

よ
う
な
、
独
自
の
都
市
的
環
境
を
自
ら
創

り
上
げ
て
き
た
。

　
「
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
の
は
、
合
併
か

ら
の
約
７
年
間（
平
成
17
〜
平
成
24
年
）に

わ
た
っ
て
先
達
が
実
施
し
た
、
福
間
駅
東

土
地
区
画
整
理
事
業
の
完
了
お
よ
び
そ
れ

に
付
随
し
て
の
大
型
商
業
施
設
（
イ
オ
ン

モ
ー
ル
福
津
）
の
開
業
、
そ
の
他
の
進
出

企
業
に
よ
る
雇
用
の
場
の
創
出
、
Ｊ
Ｒ
福
間
駅
の
新

駅
舎
開
業
、
公
共
下
水
道
の
整
備
事
業
竣し
ゅ
ん
こ
う
工
に
よ
る

生
活
環
境
の
向
上
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
ま
つ
わ
る

各
種
の
施
策
・
事
業
で
し
た
。

　

福
岡
市
と
北
九
州
市
の
ど
ち
ら
に
も
近
い
福
津
市

は
現
在
、
福
岡
都
市
広
域
圏（
10
市
７
町
）に
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
福
津
市
か
ら
福
岡
市
に
通

勤
す
る
市
民
は
非
常
に
多
く
、
福
津
市
は
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
、
福
岡
市
の
文
化
・
経
済
圏
の
一
員
と
い

う
気
分
が
強
い
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
合
併
前
の
旧
福
間
町
は
、
昭
和
36

（
１
９
６
１
）年
に
北
九
州
市（
※
当
時
は
八や
は
た幡

市
）に

立
地
す
る
八
幡
製せ
い
て
つ鐵（

現
日
本
製
鉄
）の
社
員
住
宅
と

し
て
、
原
町
団
地
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
人

口
が
急
増
し
ま
し
た
。

　

福
間
地
区
に
は
そ
の
後
も
、
東
福
間
団
地
（
県
住

宅
供
給
公
社
）、
若
木
台
団
地（
東
急
不
動
産
）、
光
陽

台
団
地（
西
武
不
動
産
）な
ど
の
大
型
住
宅
団
地
が
建

花のまち・福津を代表するトルコギキョウ

福津市の多様な魅力を凝縮!! イオンモールの前に立つ「ふくつの海岸」案内看板福津市の全長22㎞の海岸線は「九州の湘南」として大人気

津屋崎海岸に建つグランピング・ドームはガラス張りの壁から海が一望できる

福津市

福岡市
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設
さ
れ
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
成
長
し
て
い
き
ま

す
が
、
そ
れ
は
八
幡
製
鐵
と
、
か
つ
て
は
八
幡
製
鐵

の
企
業
城
下
町
と
さ
れ
た
北
九
州
市
と
の
関
係（
絆
）

の
深
さ
が
主
因
と
な
っ
て
の
発
展
と
言
え
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
合
い
に
お
い
て
、
福
岡
市
と
北
九

州
市
の
双
方
と
至
近
距
離
に
あ
る
と
い
う
絶
妙
な
位

置
取
り
は
、
福
津
市
の
持
つ
都
市
と
し
て
の
ま
さ
に

重
要
な
資
質
で
す
。
合
併
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

は
、
そ
う
し
た
資
質
と
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の

効
果
で
、
着
実
に
人
口
増
を
維
持
し
て
き
た
側
面
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
人
口
減
少
の

潮
流
は
、
都
市
と
し
て
の
資
質
の
高
さ
や
、
土
地
開

発
な
ど
の
建
設
事
業
の
成
果
だ
け
で
乗
り
越
え
ら
れ

る
よ
う
な
、
単
純
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

福
津
市
の
３
代
目
市
長
に
就
任
し
た
私
の
責
務

は
、
そ
う
し
た
地
理
的
な
優
位
性
や
、
先
達
が
構
築

し
て
く
だ
さ
っ
た
都
市
と
し
て
の
基
盤
の
上
に
、
何

物
に
も
依
存
し
す
ぎ
な
い
、
自
立
し
た
都
市
と
し
て

の
、
福
津
市
の
持
続
可
能
な
未
来
、
具
体
的
に
は
、

人
々
に
選
ん
で
い
た
だ
き
続
け
る
、
少
子
高
齢
化
を

招
か
な
い
都
市
へ
の
、
確
固
た
る
足
掛
か
り
を
創
る

こ
と
と
自
認
し
て
い
ま
す
。
端
的
に
言
え
ば
、『
環

境
に
恵
ま
れ
た
都
市
』か
ら『
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か

し
て
自
ら
稼
ぐ
都
市
』
へ
の
脱
却
が
、
私
の
主
要

テ
ー
マ
な
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
原
﨑
智
仁
福
津
市
長
だ
。
原
﨑

市
長
は
福
津
市
（
旧
福
間
町
）
の
出
身
。
大
学
卒
業

後
、
平
成
15（
２
０
０
３
）年
か
ら
社
会
福
祉
法
人
の

職
員
と
な
り
、
平
成
23
年
１
月
か
ら
平
成
29
年
１
月

ま
で
の
福
津
市
議
会
議
員
と
し
て
の
活
動
を
経
て
、

同
年
２
月
に
行
わ
れ
た
市
長
選
に
出
馬
し
、
当
選
。

令
和
４
年
の
現
在
、
２
期
６
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
の
は
20
年
先
30
年
先
を 

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
礎

　

旧
津
屋
崎
町
の
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の
は
、

関
ヶ
原
の
戦
い（
慶
長
５
／
１
６
０
０
年
）の
恩
賞
に

よ
り
、
豊
前
国（
主
に
現
大
分
県
）を
領
し
て
い
た
戦

国
武
将
・
黒
田
長
政
が
、
徳
川
家
康
か
ら
筑
前
（
主

に
現
福
岡
県
）
の
領
主
に
移
封
さ
れ
た
直
後
と
い
う

か
ら
、
４
０
０
年
以
上
も
前
の
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
近
世
に
塩
田
開
発
が
盛
ん
に
な
る
と
と
も

に
、
産
出
さ
れ
る
塩
を
中
心
に
各
種
の
交
易
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
津
屋
崎
は
玄
界
灘
の
交
易
都
市

と
し
て
名
を
は
せ
る
。
そ
の
に
ぎ
わ
い
は
「
津
屋
崎

千
軒
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
、
当
時
の
名
残
は
白
壁

黒
瓦
の
伝
統
的
な
ま
ち
並
み
や
、
７
０
０
年
以
上
続

く《
博
多
祇
園
山
笠
》の
流
れ
を
く
み
、
18
世
紀
初
頭

に
始
ま
っ
た
伝
統
行
事
《
津
屋
崎
祇
園
山
笠
》（
福
津

市
無
形
文
化
財
）な
ど
に
も
見
て
取
れ
る
。

　

現
在
の
津
屋
崎
地
区
は
、
伝
統
的
な
ま
ち
並
み
が

保
存
さ
れ
て
い
る
分
、
新
た
な
開
発
は
さ
れ
に
く

い
。
そ
の
半
面
、
福
岡
都
市
広
域
圏
で
は
珍
し
い
農

水
産
業
に
好
適
な
自
然
環
境
が
保
た
れ
、
後
継
者
不

足
と
い
う
悩
み
を
抱
え
つ
つ
も
、
福
津
市
の
第
一
次

産
業
を
今
も
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
る
。

　

一
方
の
福
間
地
区
は
、
江
戸
時
代
に
は
福
間
浦
と

称
さ
れ
る
漁
村
だ
っ
た
が
、
明
治
22（
１
８
８
９
）年

に
門
司
港
駅
か
ら
博
多
経
由
、
熊
本
・
鹿
児
島
に
ま

で
至
る
鹿
児
島
本
線
が
部
分
開
業
し
、
翌
明
治
23

（
１
８
９
０
）
年
に
、
福
間
駅
が
設
置
さ
れ
て
以
降
、

300年以上の歴史を誇る津屋崎祇園山笠

子どもたちがマリンスポーツの魅力を学ぶ「学校海洋体験」の模様（アカウミガ
メの産卵地からも近い福津市勝浦浜海洋スポーツセンター）

日本一の大注連縄（しめなわ）のほか、日本一の大太鼓・大鈴も有する
福津の宮地嶽神社は全国に点在する宮地嶽神社の総本山
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福津市　市 政 ル ポ

（福岡県）

近
代
的
な
ま
ち
並
み
を
形
成
し
て

い
く
。

　

高
度
経
済
成
長
時
代
が
始
ま
る

１
９
６
０
年
代
以
降
、
北
九
州
市

（
旧
八
幡
市
）に
立
地
す
る
八
幡
製

鐵
の
成
長
と
と
も
に
、
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
拡
充
し
て
い
く
わ
け

だ
が
、
大
型
住
宅
団
地
の
開
発
が

一
段
落
し
た
平
成
12（
２
０
０
０
）

年
ご
ろ
か
ら
、
旧
福
間
町
・
津
屋

崎
町
を
合
わ
せ
た
福
津
市
エ
リ
ア

の
人
口
の
伸
び
が
停
滞
し
始
め
、

平
成
17
年
の
合
併
を
挟
ん
で
平
成

23
年
ご
ろ
ま
で
は
横
ば
い
、
な
い
し
漸
減
傾
向
が
続

く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、

翌
平
成
24
年
以
降
は
、
合
併
か
ら
７
年
間
に
わ
た
る

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
契
機
に
、
再
び
人
口
が

増
加
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

試
み
に
、
人
口
の
増
え
始
め
た
平
成
24
年
以
降
に

発
表
さ
れ
た「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」な
ど
、
出
版

社
や
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
が
主
催
す
る
各
種
「
都
市

別
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
見
る
と
、
平
成
24
年
に
は

福
岡
県
で
第
２
位
（
東
洋
経
済
新
報
社
・
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
）
に
位
置
付
け
ら
れ
、
令
和
４
年
に
至

る
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
九
州
地
区
、
福
岡
県
、

時
に
は
全
国
の
都
市
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
上
位
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
。

　

そ
の
間
の
平
成
27（
２
０
１
５
）年
に
は
、
人
口
が

６
万
人
台
に
達
し
た
。
翌
平
成
28（
２
０
１
６
）年
に

は
、
合
併
以
来
、
旧
福
間
庁
舎
・
津
屋
崎
庁
舎
の
分

庁
方
式
で
行
わ
れ
て
い
た
市
役
所
機
能
を
、
福
間
庁

舎
に
集
約
す
る
な
ど
一
体
化
を
推
進
。
津
屋
崎
地
区

に
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
津
屋
崎
行
政
セ
ン

タ
ー
が
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
原
﨑
市
長
が
就
任
し
た
平
成
29
年
に

は
、
旧
津
屋
崎
町
の
庁
舎
が
図
書
館
や
資
料
館
（
図

書
館
１
階
に
設
置
さ
れ
た
世
界
遺
産
『
新
原
・
奴
山

古
墳
群
』の
模
型
展
示
・
資
料
室
）、
最
大
５
０
６
席

の
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
を
有
す
る
文
化
会
館
、
カ

フ
ェ
、
誘
致
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、
市
内

で
の
起
業
を
目
指
す
人
た
ち
の
た
め
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど
が
入
居
す
る
複
合
文
化
施

設
《
カ
メ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
》
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
、
公
共
施
設
の
大
ま
か
な
統
廃
合
は
取
り
あ
え
ず

一
段
落
し
た
。

　
「
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、
特
に
福
間
駅
東

地
区
の
開
発
が
竣
工
し
、
人
口
が
再
び
増
え
始
め
た

平
成
24
年
ご
ろ
か
ら

の
、
そ
う
し
た
福
津
市

の
歩
み
は
、
は
た
目
に

は
恐
ら
く
順
調
す
ぎ
る

ほ
ど
順
調
に
映
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

実
際
、
市
役
所
内
で

も
、
そ
の
よ
う
な
雰
囲

気
が
支
配
的
で
し
た
。

半
面
、
い
つ
か
は
福
津

市
に
も
来
る
こ
と
が
確

実
な
人
口
減
少
へ
の
対

応
、
働
き
盛
り
世
代
の

減
少
に
よ
る
税
収
の
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
到
来
へ

の
対
応
、
さ
ら
に
現
時
点
で
の
人
口
増
と
と
も
に

急
が
れ
る
子
育
て
支
援
な
ど
に
つ
い
て
は
、
有
効
な

具
体
策
が
な
か
な
か
実
施
さ
れ
な
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。

　

20
年
先
、
30
年
先
を
見
据
え
、
い
つ
か
来
る
人
口

減
少
に
も
対
応
で
き
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
た
上

で
、
必
要
な
施
策
を
適
宜
打
ち
出
し
て
い
く
の
で
な

け
れ
ば
、
現
在
せ
っ
か
く
続
い
て
い
る
人
口
増
の
効

果
を
、
持
続
可
能
な
近
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

へ
と
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
で
き
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
に
福
津
市
議
会
議
員
と

な
っ
た
私
に
は
、
新
市
の
基
盤
が
少
し
ず
つ
構
築
さ

れ
始
め
、
人
口
増
と
と
も
に
、
せ
っ
か
く
上
昇
機
運

に
乗
り
始
め
た
福
津
市
政
の
そ
う
し
た
停
滞
状
況
に

対
し
、
年
を
追
う
ご
と
に
強
い
危
機
感
を
覚
え
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
」（
原
﨑
市
長
）

津屋崎の歴史資料などが展示されている津屋崎千軒民俗館「藍の家」
（国登録有形文化財）は築120年の元染物屋

移住者夫妻が経営するオシャレなカフェから見える景色

福津市には進出企業による実験的な事業も目立つ／店舗と住宅が一
体になった新感覚の「商業一体賃貸住宅」
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か
く
し
て
市
長
選
へ
の
出
馬
を
決

意
し
た
原
﨑
市
長
に
よ
る
、
就
任（
平

成
29
年
３
月
）
後
の
動
き
は
、
非
常

に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
ず
は
懸
案
に
な
っ
て
い
た
「
第

二
次
総
合
計
画
」
の
策
定
を
、
市
民

の
意
見
を
徹
底
的
に
反
映
し
た
形
で

仕
切
り
直
し
た
。
行
財
政
改
革
に
お

い
て
も
、
内
部
監
査
だ
け
で
な
く
、

市
民
と
共
に
不
断
に
検
証
で
き
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
を
含
む
、
新
た
な
プ

ラ
ン
に
構
築
し
直
し
た
。

　

そ
う
し
た
市
政
の
根
幹
を
つ
か
さ

ど
る
各
種
計
画
の
見
直
し
、
強
化
と
と
も
に
、
地
域

活
性
化
の
基
盤
と
な
る
「
福
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
平
成
28
年
３
月
策
定
）
を
平

成
29
年
９
月
に
改
訂
。
前
出
の
市
長
談
話
に
あ
る「
恵

ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
て
自
ら
稼
ぐ
都
市
」
の
構
築

を
推
進
す
る
機
関
と
し
て
、
平
成
30
年
、《
農
水
産

業
×
観
光
》
を
戦
略
的
な
取
り
組
み
に
掲
げ
る
地
域

商
社「
一
般
社
団
法
人
福
津
い
い
ざ
い
」を
設
立
し
た
。

共
働
と
農
水
産
業
×
観
光
振
興
で
目
指
す 

《
稼
ぐ
都
市
》の
基
盤
構
築

　
「『
福
津
い
い
ざ
い
』
は
、
農
水
産
品
を
主
力
と
し

た
《
食
》
を
テ
ー
マ
に
、
農
水
産
物
や
そ
の
加
工
品
、

６
次
産
品
お
よ
び
観
光
資
源
を
価
値
あ
る《
知
財
》と

し
て
戦
略
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
販
路
の

開
拓
、
高
付
加
価
値
化
に
伴
う
認
知
向
上
へ
と
結
び

付
け
、
観
光
振
興
の
原
動
力
に
す
る
。
ひ
い
て
は
、

総
合
的
な
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
ま
で
結
び

付
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
目
的
を
持
っ
て
、

設
立
し
ま
し
た
」（
原
﨑
市
長
）

　

例
え
ば
福
津
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、
平
成
30

年
度
に
お
い
て
一
気
に
前
年
度
比
約
４
・
５
倍
に
増

加
し
、
以
後
、
年
を
追
う
ご
と
に
約
３
倍
、
約
２
倍
、

昨
年
度
に
お
い
て
は
１
・
３
倍
強（
い
ず
れ
も
前
年
度

比
）と
順
調
に
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は「
平
成
30
年
度

以
降
、
福
津
い
い
ざ
い
が
商
品
の
セ
レ
ク
ト
か
ら
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
至
る
ま
で
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
」（
原
﨑
市
長
）だ
。

　

そ
の
過
程
の
令
和
３
年
９
月
１
日
に
は
、
令
和
２

年
か
ら
準
備
を
本
格
化
さ
せ
て
い
た
《
一
般
社
団
法

人
ひ
か
り
の
道
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津
》（
代
表
者
は
宮
地
嶽
神

社
宮
司
の
浄
見
譲
氏
）
の
設
立
登
記
を
、
福
津
観
光

協
会
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
「『
地
域
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
す
観
光
地
域
づ
く
り

法
人
』と
し
て
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
は
、

補
助
金
を
適
宜
交
付
す
る
と
と
も
に
、
福
津
の
魅
力

を
生
か
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
観
光
の
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
連
携
を
強
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
原
﨑
市
長
）

　

同
様
に
原
﨑
市
長
が
現
在
、
自
ら
稼
ぐ
都
市
と
し

て
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
構
築
の
原
動
力
と
し
て
、
実

現
を
最
も
強
く
願
っ
て
い
る
目
標
の
一
つ
は
、「
商

用
に
も
観
光
用
に
も
使
え
る
、
し
か
る
べ
き
規
模
の

ホ
テ
ル
誘
致
」だ
と
い
う
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
福
津
市
に
は
、
年
間
６
０
０
万

人
近
く
の
観
光
客
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん

津屋崎ヨットハーバーは風光明媚な玄界灘の景色を眺めながら出航でき、大小
約180隻を保管できる

福津市の名産・みずみずしさで知られるカリフラワー

地元・玄界灘産の新鮮な魚介はまさに地域財産
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（福岡県）

ど
は
日
帰
り
客
で
し
た
。
し
か
し
、

福
津
市
に
は
数
多
く
の
魅
力
的
な
観

光
資
源
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
潮
が
引
い
た
晴
天
か

つ
穏
や
か
な
天
候
の
日
に
見
ら
れ
る

《
か
が
み
の
海
》や
、
年
に
２
回
だ
け

夕
日
が
参
道
を
真
っ
す
ぐ
照
ら
し
出

す
宮
地
嶽
神
社
か
ら
の
風
景
（
光
の

道
）
が
『
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
風
景
』

と
し
て
、
全
国
的
な
人
気
を
博
す
る

よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
施
設
が
充
実
す
れ
ば
、
食
の

魅
力
な
ど
、
数
々
の
地
域
資
源
を

ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

優
れ
た
産
物
が
豊
富
に
あ
る
の
に
、
後
継
者
不
足
に

悩
ま
さ
れ
が
ち
な
農
水
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
が

り
、
自
ら
稼
ぐ
都
市
と
し
て
の
基
盤
も
よ
り
一
層

整
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」（
原
﨑
市
長
）

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
多
様
な
計
画
、
施
策
や

事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
全
て
「
市
民
の
意
見
を
常
に

反
映
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
し
、
そ
の
姿
勢
は

福
津
市
政
の
基
本
精
神
と
し
て
今
後
も
厳
格
に
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
も
語
る
原
﨑
市
長
は
、
本
年
７
月

１
日
に「
福
津
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を
改
組

し
、
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
「
福
津
市
未
来
共
創

セ
ン
タ
ー
（
キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
）」
を
、
中
央
公
民
館
内

に
設
置
し
た
。

　

キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
は
「
市
民
活
動
を
新
た
に
始
め
た

い
市
民
が
、
市
民
共
働
参
画
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す

た
め
の『
き
っ
か
け
の
場
』に
な
る
よ
う
に
」（
原
﨑
市

長
）と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
命
名
だ
。
令
和
元
年
７

月
に《
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
》に
選
ば
れ
た
福
津
市
に

は
、
各
地
区
の
市
民
に
よ
る「
郷
づ
く
り（
ま
ち
づ
く

り
）事
業
」な
ど
を
通
じ
、
地
域
活
動
、
市
民
活
動
に

熱
心
な
市
民
が
多
い
。
さ
ら
に
、
二
つ
の
会
議
室
や

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
印
刷
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
備
え
た
拠

点
施
設
・
キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
の
設
置
は
、
新
た
に
市
民

活
動
に
参
画
す
る
市
民
の「
や
る
気
」を
促
す
効
果
と

共
に
、
近
年
に
新
住
民
に
な
っ
た
人
々
に
と
っ
て
も
、

地
域
を
知
り
、
地
域
に
深
く
溶
け
込
ん
で
い
く
た
め

の「
き
っ
か
け
の
場
」に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
福
津
市
は
現
在
、
市
内
に
立
地
す
る
鹿
児

島
本
線
の
も
う
一
つ
の
駅「
東
福
間
駅
」周
辺
地
域
の

「
に
ぎ
わ
い
再
生
計
画
」を
推
進
し
て
い
る
。
福
岡
市

寄
り
の
福
間
駅
周
辺
は
、
合
併
直
後
の
平
成
17
年
か

ら
実
施
し
た
土
地
区
画
整
理
事
業
の
成
功
で
、
人
口

増
の
基
盤
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
北
九
州
市
寄

り
の
東
福
間
駅
周
辺
は
、
旧
福
間
町
時
代
に
造
成
さ

れ
た
大
型
団
地
が
集
中
し
て
お

り
、
団
地
の
老
朽
化
な
ど
に

伴
っ
て
に
ぎ
わ
い
が
低
下
し
つ

つ
あ
っ
た
。
東
福
間
駅
周
辺
の

「
に
ぎ
わ
い
再
生
計
画
」は
本
年

度
中
に
、
に
ぎ
わ
い
再
生
を
担

う
民
間
事
業
者
を
決
定
す
る
段

階
だ
が
、
近
未
来
に
向
け
た
、

新
た
な
発
展
の
ス
プ
リ
ン
グ

ボ
ー
ド
と
し
て
、
今
後
の
推
移

が
注
目
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
津
屋
崎
地
域
に
つ
い

て
は
、
津
屋
崎
千
軒
を
中
心
と
し
た
観
光
の
活
性
化

に
向
け
て
、
エ
リ
ア
内
に
あ
る
公
共
施
設
な
ど
を
官

民
連
携
手
法
で
利
活
用
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
、
今
後
の
展
開
が
非
常
に
楽
し
み
だ
。

　

さ
て
、
合
併
時
に
公
募
決
定
し
た「
福
津
」の
市
名

に
は
「
幸
福
や
多
く
の
人
が
集
ま
る
津
（
港
・
場
所
）

で
あ
り
た
い
」と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

良
好
な
自
然
環
境
の
指
標
と
さ
れ
、
長
寿
の
代
名

詞
で
も
あ
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
毎
年
の
よ
う
に
産
卵

に
帰
っ
て
く
る
福
津
市
は
、
ま
さ
に
多
様
な
幸
福
が

集
ま
っ
て
く
る「
津
」の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
恵

ま
れ
た
環
境
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
市
民
共
働
を

基
盤
に
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
自
立
し
、
自
ら
稼
ぐ

都
市
と
し
て
の
発
展
を
目
指
す
原
﨑
市
長
の
主
要

テ
ー
マ
は
、「
市
名
に
込
め
ら
れ
た
願
い
を
着
実
に

実
現
し
て
い
く
こ
と
」に
あ
る
、
と
も
言
え
そ
う
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
７
月
12
日
）

干潮で穏やかな天候の日だけ見られる「かがみの海」

玄界灘に沈む夕日が宮地嶽神社の参道を照らす「光の道」が現
れるのは年に2回だけ
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